
 

 
 
 
 
 

                                  

 

 

 

 

 

京都府北部の与謝野町で出土した６世紀

（古墳時代後期）の須恵器の平瓶です。須恵

器は、４世紀終わりごろ、朝鮮半島から「ろ

くろ」と「登
のぼ

り窯
がま

」の技術を持つ工人が渡来・

移住したことで日本に伝来しました。在来の

野
の

焼
や

きによる土師器
は じ き

とは異なり、斜面に掘っ

たトンネル状の穴
あな

窯
がま

（概ね全長６～８m、深さ１～２m ほど）を用いて高温で焼成されることで、酸素供給が抑えら

れるため粘土中の酸化鉄が還元され、青灰色を帯びることが特徴です。５世紀後半には日本各地に広がり、薄く硬く

水漏れしないという利点がある一方、耐熱性に乏しいことから、主に食器や貯蔵具として用いられました。この平瓶

については、液体（おそらくお酒）を入れる容器であったと考えられます。 

本品の製作には、「風船技法」という方法が用いられています。これは、胴部を成形した後に開口部を円形粘土で

塞ぎ、斜め方向に孔
あな

を開けて注ぎ口となる頸
けい

部
ぶ

を付けるものです。胴部の上半には注ぎ口位置を中心としたカキ目

（櫛
くし

状の工具で回転を利用して施された文様）が薄くではあるが施され、器面調整（表面の仕上げ）とともに注ぎ口

設置の目印としています。なお、胴部の上部中心ではなく、一方に偏った部分に注ぎ口をつけた形状が目を引きます

が、これは当時の平瓶の多くに共通する形式です。 

では、この平瓶を用いたのは、誰なのか？ 出土遺跡が記録されていないので、残念ながらわかりません。欠けが

ほぼない完品ですから、古墳の副葬品である可能性があると思います。実のところ丹後半島は、４世紀中頃に 200 メ

ートル級の前方後円墳がヤマト以外で築かれた、きわめて例外的な地域です。そのため、４～６世紀には朝鮮半島に

もつながる日本海ネットワークに支えられた「丹後王国」なる独自の勢力があったとの学説が、歴史学者の門脇
かどわき

禎
てい

二
じ

氏によって唱えられています。しかしながら、５世紀になると、この地の古墳は急速に小さくなります。くわえて

丹波・丹後には部
べ

民
みん

系の人名や地名が多く残っており、５世紀の丹後地方については、ヤマト王権への従属を強めて

いたという見方が今では有力です。想像の域を出ませんが、この平瓶が６世紀の古墳から出土したとすれば、その被

葬者はヤマト王権に編成された部民管掌者である可能性が高く、本品は、副葬品として彼／彼女に捧げられた物とい

うことになるでしょう。 
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※附属図書館で展示しています。 

「須恵器
す え き

平
へい

瓶
へい

」 
６世紀 京都府与謝野町出土 

（口径６㎝、胴径 13.5 ㎝、高さ 11.5 ㎝）


